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鳴門教育大学授業実践研究
－授業改善をめざして－

第２０号　２０２１

１．はじめに

　鳴門教育大学では２００８年度より，歩き遍路を主体と

した教養基礎科目「阿波学（地域文化研究）」（２単位，

以下「阿波学」と略す）が学部授業として提供されてい

る。授業担当者の専門領域は，歴史，地理，心理，英語，

美術，体育など多岐にわたり，歩き遍路を共通基盤に，

それぞれの専門領域を生かした教科横断型の授業を展開

している（木原ら，２０２１）。

　「阿波学」は講義と歩き遍路実習から構成されており，

学生はまず，地域社会における遍路文化に関する基礎理

解を，俳句（心理学），地理，歴史などの講義を通して得

た後，１泊２日で約４０㎞の行程を歩く，歩き遍路実習に

参加する。授業担当者も歩き遍路実習に同行し，それぞ

れの専門性をふまえ，学生がさまざまな体験的学びを得

られるよう工夫している。

　表１に示すように，本授業の主たる目標は，四国の文

化アイデンティティである遍路の体験的・実践的学びを

通して地域や文化，伝統，自然などへの理解を深めるこ

とにあるが，そうした遍路文化の人文学的な理解の深ま

りに加え，「その文化を支えてきた地域社会や人々をまな

ざす視座，自己の振り返りや問い直しの姿勢，ともに歩

く友人との助け合いや協調の意識など，人間形成的な意

味におけるそれらの側面を涵養する契機となること」も

ねらいとしている（梶井ら，２０１１）。教育大学である本

学の学生の多くは将来，学校や幼稚園の教員になること

を目指している。今後の教育の担い手たちの人間的な資

質を育むことも，教育大学における教育実践の重要な役

割であると言える。

　２００８年度の本授業の立ち上げより１０年以上が経過し，

これまで，田村・南（２００９），梶井ら（２０１１），皆川

（２０１１），皆川・佐々木（２０１４），木原ら（２０２１）によっ

て，道徳的意識や人間的成長，教科横断型授業などの観

点から本授業の成果と課題が検討されてきたが，本授業

を今後も継続していくにあたっては，さらに多角的な検

討を加え，方法の洗練や内容の充実を図ることが不可欠

である。その際検討すべき点の一つとして，学生自身が

どの程度主体的に本授業に取り組み，どのような学びを

自ら得ているのか，ということがある。「阿波学」の大き

な特色の一つは，学生が歩き遍路実習に参加し，実際に

遍路道を歩くことで，座学で得た知識や理解を深めると

ともに，座学だけでは得られない体験的学びを得る点に

ある。そこには学生の主体性や個性が大きく関わってお

り，そのありようが学びの質や量を大きく左右するため，

学生の主体性を引き出し，学びを深める授業のあり方や

内容を工夫することが非常に重要である。

　そこで本稿では，本授業の課題レポートの記述から，

学生の主体的な学びのありようを明らかにすることを通

して，授業の成果と課題を検討し，授業改善の一助とす

ることを目的とする。分析にあたっては，教員の資質の

涵養という点から，本授業をとおしての学生の心理的成

長にも着目して検討を行う。

２．分析対象および方法

　本稿で分析対象とするのは，２０１８年度に提出された学

生のレポート７６本である。「阿波学」では，授業のしめ

くくりとして，歩き遍路実習終了後に，「歩き遍路の体験

に基づき，遍路に関する考察を自由な形式でレポートに

まとめる」という課題を出している。このレポート課題

は非常に自由度が高く，それだけに学生の主体的な取り
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表１　「阿波学（地域文化研究）」２０１９年度シラバス

【目的】四国の文化アイデンティティたる遍路を体験的・実践的

に学ぶことを通じ，地域理解を深め，その文化や伝統をまなざす

態度や関心を養う。まず，講義により，遍路に関する基礎理解を

形成する。遍路の歴史や文化，遍路と地域社会のかかわりなどに

ついて知る。そして，実際に遍路道を歩き，現地体験のなかで地

域の伝統や自然を学ぶ。遍路を支えてきた地域の人々とも交流し，

その営みの現状や課題を考察する。

【目標】講義により，地域社会における遍路文化に関する基礎理

解を得る。歩き遍路実習により，遍路地域の文化や自然，遍路を

支える人々の活動，自治体の取組などを直接知る。以上を通じ，

教育や学校にたずさわろうとする者にとっての，地域文化を理

解・尊重する基盤的態度・視座を形成する。
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組みの程度や，学びのありようが反映されやすいと考え

られる。そうした点をふまえ，本稿では以下の２つの観

点で分析を試みる。

　まず〈分析１〉では，レポートの形式やテーマから学

生の関心の所在や学びの内容を明らかにする。つづいて

〈分析２〉では，レポートに記載された感想から，遍路

体験およびレポート課題に取り組むことでどのような学

びが得られたかを，学生の主観的体験に即して明らかに

する。

３．〈分析１〉　レポートの形式とテーマにみる

学生の関心・学び

⑴　レポートの形式

　まず提出されたレポートを形式により分類してみたと

ころ，a）　調査型，b）　体験記型，c）　制作・創作型，
d）　考察型，の４つの型に集約できることがわかった
（表２）。細かく見ればさまざまなヴァリエーションがあ

るが，すべてのレポートは，この４つの型のいずれか，

もしくはその組み合わせであるとみなすことができる。

それぞれの型の特徴について以下に述べる。

a）調査型
　歩き遍路体験を通じて自分が興味を持ったテーマにつ

いて調べたものであり，全体の約７割にあたる５３名がこ

の型に該当した。調べるツールはインターネットが大半

であるが，書籍を用いた者も少数ながらいた。また，イ

ンタビューをしたり，歩行にかかった時間を計測するな

どして自分が得たデータを使用したものもあった。調査

テーマの具体的内容については，後の「⑵レポートの調

査テーマ」の項で改めてくわしく述べる。

b）体験記型
　単なる感想文は除外し，具体的な体験的エピソードが

描写されたもののみを体験記型とした。行程にそってで

きごとを記述したもの（７名）と，表現方法に何らかの

工夫を加えて体験を記述したもの（１３名）に大別できた。

前者は札所ごとに体験や印象をつづったものが多く，写

真入りのものもあった。後者には小説や新聞風（国語），

４コマ漫画や絵（美術）で表現したものがあり，厳密に

はb）体験記型とc）制作・創作型の混合形であるが，
作品の域に達しているというよりは比較的体験を素直に

記述したものが多く，b）体験記型に分類した。　

c）制作・創作型
　体験をふまえて別のテーマに展開させた制作物や，体

験を作品に昇華したものである。前者には将来教職に就

くことを想定した幼児向け絵本や指導案など，後者には

美術コースの学生の写真や絵画作品があった。

d）考察型
　学生自身が何らかの問いを設定し，それについて考察

しようとしたものも少数ながらあった。問いとしては「巡

礼をすることによって人の心というのはどのように変化

するのか」「なぜ人はお遍路をするのか」「なぜ八十八カ

所あるのか」「世界遺産に登録されるメリット・デメリッ

ト」といったものであった。データに基づき，自分なり

の仮説を立て，考えを提示しようとしたものもある一方

で，考察の論理性や深まりという点では不十分なものも

あった。

⑵　レポートの調査テーマ

　先述の「a）調査型」のレポートについて，さらにテー
マごとに分類・整理を試みたところ，表３のようになっ

た。選ばれるテーマは，その学生の所属しているコース

の専門性・特色と関連するものが多かった。以下に，テー

マ別に内容を詳述する。

①遍路の歴史・文化：もっとも多くの学生が選択した

テーマである。遍路の概説や各札所の由来，本尊などの

説明が半数以上を占めたが，空海や精進料理，お接待等，

興味を持った事柄についてさらに掘り下げて調べたもの

もあった。

②歩き：「歩く」ことに関するものであるが，楽な歩き方・

疲れない歩き方や疲労・痛み，その対処・回復法（体育），

歩きに適した食事・服装（家庭）や音楽（音楽），歩く速

度や予測時間（数学）など，所属するコースの特性を生

かした切り口が特徴的であった。歩き遍路実習の前にリ

サーチした疲れにくい歩き方を実際に自分の体を使って

検証したものもあった。

③植物・自然：遍路道ぞいの自然（おもに植物）をテー

マにしたものであり，理科コースの学生に多かった。

④その他：上記以外のテーマとして，マーケティング・

広告，外国人や子ども，障がい者の視点から見た遍路，

表２　レポートの形式

a－１．インターネットや書籍を使用したもの
a－２．自らが得たデータを使用したもの
　　例：インタビュー，自分が計測した時間

a）調査型
　　（５３名）

b－１．時系列にそって体験を記述したもの
b－２．提示の仕方に何らかの工夫があるもの
　　例：小説風，４コマ漫画

b）体験記型
　　（２０名）

c）制作・創作型（５名）
d）考察型（４名）
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といったものがあった。これらも，英語や幼児教育，特

別支援といったコースの特性が反映されたテーマであっ

た。

⑶　分析１の考察

　レポートの形式とテーマの分析から，学生はそれぞれ

の所属コースの特性を生かして，多様な視点や切り口で

遍路やその体験を捉えていることが明らかとなった。

コースの特性という枠組みを導入することで，単なる感

想ではなく，自分の興味・関心に即してより深く体験を

掘り下げることが可能となっているように思われる。た

だし，掘り下げる視点や深さは学生によってかなり幅が

あり，非常に着眼点がユニークであったり，表現に独自

性があったりするものがある一方で，通り一遍の調査や

記述にとどまるものもあった。レポートの形式や内容に

は，どの程度遍路文化に興味をもって主体的に取り組ん

だかが反映されていると考えられ，深く掘り下げたり，

ユニークな視点でレポートを書いた学生は，自分なりの

目的意識や課題意識を持って歩き遍路実習に参加してい

たことが，その記述からうかがわれた。

　「d）考察型」のレポートを書いた学生は少数であった
が，そこで立てられていた問いは，おそらく多くの学生

が遍路に対して抱く疑問であり，本質的な問いでもある

と思われる。しかしながら，これらのレポートにおいて

は，その疑問は十分に深められないまま終わっていたよ

うに感じられた。疑問を疑問のまま終わらせるのではな

く，それを主体的な学びにどうつなげていくかが今後の

課題であろう。また，歩き遍路という共通の体験をもと

にしながら，それぞれの学生の関心や専攻というフィル

ターを通すことで，非常に多種多様なレポートに仕上

がっていた。こうした視点の多様さは，自他の違いを知

り，自分の視点を相対化する契機となりうると考えられ

るが，現行の授業では他の学生が作成したレポートを読

む機会はとくに設けていない。他コースの学生が作成し

たレポートを見る機会があれば，さらに学びが深まるか

もしれない。

４．〈分析２〉歩き遍路体験によって得られる学び

　つづいて歩き遍路体験によって学生が主体的にどのよ

うな学びを得たのかを検討する。なお，体験は言語化に

よって整理されたり，深まったりする面があるため，こ

こでは「レポートを書く」という作業まで含んで一連の

歩き遍路体験として考えることとする。

　レポートのなかに「歩き遍路体験」もしくは「レポー

ト課題に関する感想」を記載していたのは７６名中６３名

であった。そこで，まずこれらの記述を抽出し，意味の

ある最小限のまとまりごとに断片化してカードを作成し

た。それをKJ法で整理したものが図１である。

⑴　「歩く」という体験

　感想において，「歩く」という体験に言及したものが非

常に多かった。自分の足を使って「歩く」ことは，学生

にとって印象深く，記憶に残る体験であり，その体験を

通して自分や他者，歴史，風土などについてさまざまな

ことを感じていたことがうかがわれた。

　まず，この年の歩き遍路実習は雨天のなか行われたこ

ともあり，【歩く大変さ】についての記述が多かった。体

力に自信のある学生でも，実際に歩いてみると想像以上

に大変だったようである。しかしながら，身体的な疲労

や苦痛が大きいからこそ，仲間との【助け合い・協力】

が生まれ，【人のぬくもり・ありがたさ】がいっそう感じ

られたようである。また，大変さを乗り越えることで

【達成感】や【成長】が得られたという者もいた。さら

に，仲間と助け合うことで得られる【協力による達成感】

は，自分ひとりで成し遂げるのとはまた違った感動や充

実感をもたらすものであった。

　「歩く」ことは身体的疲労だけでなく，視点の変化もも

たらしていた。ふだんは車で通り過ぎてしまうようなと

ころを自分の足で時間をかけて歩き，自分の五感を使っ

て能動的にさまざまなものを見，触れ，味わうことで，

思ってもみなかった出会いや気づきが得られたようであ

る。このような【歩くことで得られるもの】の一つに，

お遍路さんや地域の方など普段接する機会のない他者と

の出会いがあった。こうした他者との【ふれあい】は，

ふだん家族や友人など狭い範囲に限定された人間関係の

なかにいる学生にとって，より広い視野で自他の関係を

捉えるきっかけとなりうると考えられる。

　出会いには，札所やお勤めなどで【歴史・伝統】を体

表３　調査のテーマ

数テーマ

２１
札所

（各札所の概説１９，仁王像１，鐘楼門１）

① 遍 路 の 歴

史・文化

（３４名） ８遍路の概説・由来

１６

遍路に関わる文化や歴史（空海４，精進料

理２，お接待２，声明１，ご真言１，御朱印１，

白衣１，江戸時代のガイドブック１，交通事

情の変遷１，数字と遍路１）

２２

疲労・痛み（筋肉痛，熱中症，靴ずれ）６，

対処（ストレッチ，テーピング，ツボ押し）

６，疲れない歩き方４，心拍数１，適した音

楽１，食事１，服装１，歩いた速度１，予測

時間１

②歩き

（１４名）

１０
ヒガンバナ４，サトウキビ４，柿１，天気１③植物・自然

（９名）

７

マーケティング・広告２，外国人向け遍路

２，子ども向け遍路１，バリアフリーのツ

アー１，遍路道沿いの文化１

④その他

（７名）

注：表内の数字はのべ数
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感したり，遍路道で【自然】にふれたりするなど，人間

以外のものとの出会いも含まれていた。これらの記述の

中には，「物珍しい体験」というレベルにとどまらず，感

動を伴ったり，自分を超えた超越的なものの存在を感じ

取るなど，自分の心が深く動かされる体験をしているも

のも多くあった。また，一連の【遍路歩き】の体験を通

して自分自身について考え，内省が深まったり，心の安

らぎを感じたというものもあった。このような，自分の

心を見つめたり，自分の心が動かされる体験は，新たな

「自分」と出会う体験であったとも言える。

⑵　歩き遍路と「自分さがし」

　青年期は従来，「自分さがし」の時期，すなわち「自分

は何者か」を問い，「これが自分だ」というアイデンティ

ティの感覚を獲得する時期だと言われてきた。自分とい

う存在がわかるためには，自分とは独立して存在する他

者や世界に関わり，その中に自己を定位することが必要

である（高垣，１９９９）。アイデンティティとは「過去か

ら現在，そして未来へと進む時間軸（縦軸）と，仲間や

社会との関係性に関わる空間軸（横軸）とが切り結ぶ交

点に，自分自身が定位されたときに獲得される『これこ

そが自分だ！』という感覚」（伊藤，２００６）のことであ

る。

　歩き遍路実習において，仲間と助け合ったり，人と出

会い，ふれあう体験は，他者や社会とのつながりを認識

し，その中に自分をどう位置づけていくかという【社会

性】の課題に関わっている。また，自分につながる歴史

を知り，自分自身に向き合い，自分や世界の未来を考え

ることは，【歴史性・時間性】の中に自分を位置づけるこ

とである。ここに自分を超えた存在を認識すること，広

い意味での宗教的体験が含まれていることは重要である。

河合（１９８３）が指摘するように，「己を超える存在の認

識」は，大人になることの基礎として必要なものであり，

自分の意志では完全にコントロールできない「自分」と

いう存在を自分のこととして引き受ける覚悟をもつこと

が，子どもから大人への視点の転換につながると考えら

れる。このように考えると，歩き遍路実習には「個」と

「関係」の二つの側面の成長・成熟の契機が含まれ，青

年期にある学生にとっては非常に発達促進的な意味を持

つ体験であると考えられる。

　さらに，臨床心理学的に見て歩き遍路実習の学びがと

りわけ重要なのは，それらが体験を伴ったものであると

いう点にある。ふだんヴァーチャルなものに囲まれ生活

している学生にとって，歩き遍路は否応なしに「現実」

に直面させられる体験である。自分の身体的・精神的限

界に直面し，ふだんは隠している弱い部分を仲間に見せ

てしまうこともありうる。しかし，こうした一見ネガティ

ブな状況は，自分について新たな気づきをもたらす可能

性を秘めている。たとえば，困難な状況を自分の力で乗

り越えることで自信につながったり，仲間に受け入れて

もらうことで安心感が得られたり，自尊心が高まったり

する。また，自分の五感を使うことで得られる印象や体

験は，受動的に入ってくる情報とは異なり，心を揺さぶ

り，自分を内側から変化させるほどのインパクトをもつ。

このように，主体的に現実とぶつかる体験は確かな手ご

たえのある体験であり，こうした現実との格闘の中で，

図１　レポートに記述された感想のKJ図



－７－

学生のレポートを通してみた「阿波学」における歩き遍路体験

「他者・社会・世界に出会い，それを鏡にして客観的に

自己を見ることができる」（高垣，１９９９）ようになるの

である。心理的・人格的成長という文脈において，歩き

遍路体験は学生にとって他に代え難い貴重な体験である

と考えられる。

５．おわりに　−レポートを書くということ−

　学生は歩き遍路においてさまざまな体験的学びを得て

いるが，レポート課題に取り組むことで，その学びはさ

らに深まると考えられる。〈分析１〉で見たように，学生

はそれぞれの所属コースの特性を生かして，多様な視点

や切り口で遍路体験をふり返り，レポートにまとめてい

た。そのような「ふり返る」という行為自体が，内省を

促し，体験をより深めるものとなっていることが〈分析

２〉において明らかになった。歩き遍路はその後のレポー

ト課題も含めて，自分さがしの契機を豊かにもつ手ごた

えのある体験であり，個の確立や関係性の成熟といった

心理的成長につながっていくものだと考えられる。これ

は，本授業の重要な意義であると言える。

　その一方で，体験したことが気づきや学びとして十分

深められているとは言えない学生もいることも明らかと

なった。学生がより主体的，積極的に遍路体験から学ぶ

ためには，歩き遍路実習に参加するにあたって自分なり

の目的意識を持つことや，疑問を疑問のまま終わらせず

深めていくことが必要である。そのためには教員のサ

ポートや学生の内省力を高める取り組みも重要であろう。

また，歩き遍路体験によって得た気づきを他の学生と共

有することは，視野を広げ，自分を知り，さらに学びを

深める契機となると考えられ，そうした新たな工夫を加

えていくことも今後の課題である。

文献

伊藤美奈子　思春期・青年期の意味（伊藤美奈子編　思

春期・青年期臨床心理学　朝倉書店，p.７，２００６
梶井一暁・大石雅章・木原資裕・久米禎子・立岡裕士・

内藤隆・中津郁子・町田哲・皆川直凡・南隆尚・山本

準・山根秀憲　学生教育における四国遍路歩き体験授

業の意義と課題—「阿波学」の試み—　鳴門教育大学

授業実践研究，１０，pp.３－９，２０１１
河合隼雄　大人になることのむずかしさ　岩波書店，

p.２６，１９８３
木原資裕・皆川直凡・立岡裕士・薮下克彦・内藤隆・田

村隆宏・南隆尚・町田哲・久米禎子・眞野美穂・畠山

輝雄・小倉正義　歩き遍路を主体とした鳴門教育大学

「阿波学」における教科横断型授業の展開　鳴門教育

大学研究紀要，３６，pp.３３４－３４８，２０２１

皆川直凡　心理学からみた歩き遍路体験，その人間形成

的意義—学生による創作俳句の内省・説明文と鑑賞文

の分析から—，鳴門教育大学研究紀要，２６，pp.３５－
４２，２０１１

皆川直凡・佐々木智美　歩き遍路体験に伴う感動が人間

的成長に及ぼす影響—学生による創作俳句６００句に詠

み込まれた情景と心情の分析から—，鳴門教育大学研

究紀要，２９，pp.１－１４，２０１４
高垣忠一郎　「自分さがし」への道案内（心理科学研究会

編　新・かたりあう青年心理学　青木書店，pp.６８－
７８，１９９９

田村隆宏・南隆尚　大学院生の道徳的意識に及ぼす遍路

体験の影響，教育実践学論集，１０，pp.８１－８８，２００９



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


